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露地キュウリ栽培の

ポイントは？

園芸課
渋谷　光

　　  家庭菜園でよく作られている野菜の中に

キュウリがあります。キュウリは、主枝の中段

から「力枝」という勢いのある枝を第２の主枝

として伸ばすことで、草勢の確保が期待できま

す。できるだけ樹を長持ちさせ、長く収穫でき

るように頑張りましょう。

　また、ＪＡではキュウリを始めとした野菜・

花きの新規栽培者向けの現地見学会「園芸だ

よ！全員集合」を８月１８日に開催

します。興味のある方は

園芸課☎ 34-4003まで

お問い合わせ下さい。

くらしのヒント！

　

地
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ン
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地
域
の
皆
さ
ま
と
親
し
ん
で

寄
り
添
え
る
場
所
に

伊藤  美雪 三浦  道
センター長

小松  豊吉
センター長代理

鈴木  義仁 佐藤  一行

　
佐山  勉 千葉  仁 千葉  貴央

職員を紹介します

今月の

“つくる”をテーマにＪＡ役員が
思いを綴ります

あぐりジャーナル

理事
小野寺 キイ子

（平泉）

　支店再編が令和元年６月２４日に実施されました。閉

店する長島支店では６月８日、「長島支店ありがとうの会」

が開かれました。昭和２３年に長島農業協同組合として発

足以来７０年余りの長い歴史を振り返りながら、組合員と

共に支店に集い閉店を惜しみました。

　この歴史的大変遷もＪＡを取り巻く情勢への対応と総

合事業を継続し経営を安定させるための苦渋の決断です。

今後、組合員はじめ利用者の皆さまにはご不便をおかけ

することと思いますが、役職員一丸となりきめ細やかな対

応で皆さまのご理解と信頼に応えられるように励んでいき

ます。

　私は女性理事枠に推薦いただき皆さんの承認のもと理

事となりました。現在、支店再編後のＪＡ協力組織等の活

動拠点や女性部員の減少対策など課題が山積しています

が、一つ一つに心を込めて取り組んでいきたいと思います。

そして、新生ＪＡいわて平泉を皆で盛り上げていきましょう。

心を込めて課題対応を

モ
ッ
ト
ー
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監修：やすらぎホールせんまや  ℡：0191-52-5943／やすらぎホールいちのせき  ℡：0191-32-1140

ボールを受けとり疾走する女性部員 イチゴを探して回る参加者

レクリエーションでリフレッシュ
競技を通じ交流深める

イチゴ収穫体験で交流
満足の行くまでイチゴを堪能

　ＪＡ女性部千厩中央支部は６月７日、第２２回レクリ
エーション大会を開きました。女性部員や農家組合員、
ＪＡ役職員ら約２００人が参加し、親睦と交流を深めま
した。ＪＡ事業などに由来する１０種目で、無理なく楽
しみました。千厩地区の金野雅子さんは「優勝できて
良かった。みんなで力を合わせ、けがもなく楽しくリフ
レッシュできた」と笑顔を見せました。

　ＪＡ青年部協議会は６月２２日、生産者とのつながり
を強め、地元農業に理解を深めてもらおうと児童養護
施設一関藤の園の子どもたちを招きイチゴ収穫体験を
開きました。ＪＡいちご生産部会の阿部和恵さん（花
泉）のハウスに３１人が訪れ、赤く熟したイチゴを張り
切って収穫しました。那須俊裕会長は「親睦の場を
今後も積極的に設けていきたい」と話しました。

ＪＡ デイサービスセンター 〒 021-0901
一関市真柴字原下 4-1
TEL 0191-31-1538

ＪＡハートフル花泉支部の皆さんの協力で、ＪＡ
ファーマーズいわて平泉で買い物を楽しみました。

目当ての商品をゲット！

〒 029-0803
一関市千厩町千厩字境田 153-12
TEL 0191-52-5668

青年部
通信

女性部
通信

ケアコンシェルじゅ

ＪＡハートフル川崎支部の皆さんと
一緒にガーデニングを楽しみました。

緑の中でお茶会

玄関を彩ります

室根山で森林浴

ガ
ッ
シ
ョ
ー
く
ん
が
お
答
え
し
ま
す
！

「お
彼
岸
」
令
和
元
年
は
い
つ
？

お
盆
と
の
違
い
に
つ
い
て

【
秋
の
お
彼
岸
】

 

９
月
20
日
（
金
）　

彼
岸
入
り

 

９
月
23
日
（
月
）　

秋
分
の
日

 

９
月
26
日
（
木
）　

彼
岸
明
け

 

□
お
彼
岸
と
お
盆
の
意
味 

 

お
彼
岸
： 

仏
教
徒
と
し
て
正
し
く
過
ご

 
 

し
な
が
ら
、
ご
先
祖
様
に
思

 
 

い
を
は
せ
る
時
間

 

お　

盆
： 

ご
先
祖
様
が
帰
っ
て
く
る

 
 

期
間

 

□
お
彼
岸
と
お
盆
で
や
る
こ
と 

 

お
彼
岸
： 

お
仏
壇
・
仏
具
の
掃
除
・
彼

 
 

岸
会
・
お
墓
参
り

 

お　

盆
： 

精せ
い
れ
い
だ
な

霊
棚
を
飾
る
・
迎
え
火
、

 
 

送
り
火
を
た
く
・
施せ

が

き

え

餓
鬼
会
・

 
 

盂う

ら蘭
盆ぼ
ん

会え

・
お
墓
参
り

 　

春
と
秋
の
お
彼
岸
は
、
お
盆
と
並
ん
で

故
人
や
先
祖
を
思
う
、
大
切
な
時
期
で
す
。 

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
ご
先
祖
様
の
お
か

げ
と
感
謝
を
し
、
今
の
自
分
が
ど
ん
な
ふ

う
に
生
き
て
い
る
か
墓
前
で
報
告
を
す
る

と
ご
先
祖
様
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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